
音楽の伝え方。
響け、届け、この思い

演奏会やオペラなど、大音関連のイベント。

OH：ザ・カレッジ・オペラハウス　MH：ミレニアムホール　　※必ず主催者発表のものと照合してご確認ください。

大阪音楽大学管弦楽団
サマー・コンサート2017
7/21㈮ 18:30～ ●指揮 :新通英洋、
Pf:田代彩、管弦楽 :大阪音楽大学
管弦楽団 ●OH ●1000円

ミレニアムピアノコンサート
◎第4回:9/15㈮ 17:15～ ●木村直美、
西本由香 ◎第5回 :10/12㈭ 17:15～ 
●冨樫三起子、田中紀子 ●MH ●無料

第54回ミレニアム・スチューデント・
コンサート
第1夜・10/18㈬ 18:00～、第2夜・
10/20㈮ 18:00～ ●オーディションによ
る選抜学生 ●MH ●無料（要整理券）

第53回オペラ公演「偽の女庭師」
11/3（金・祝） 14:00～、11/5㈰ 14:00
～ ●指揮 :牧村邦彦、演出 :井原広
樹、管弦楽 :ザ・カレッジ・オペラハ
ウス管弦楽団 ●OH ●一般5000円、
高校生以下3000円（全指定席）

常翔＆大音コラボレーション＠茶屋町
ビッグバンドライブ
（共催 :学校法人常翔学園）
9/14㈭ 19:00～ ●大阪音楽大学
ジャズオーケストラ ●大阪工業大学梅
田キャンパスOITタワー3Ｆ常翔ホー
ル ●1000円

第7回豊中こども音楽フェスティバル
（共催：豊中中央ライオンズクラブ・豊中市）
10/1㈰ 14:00～ ●豊中市立第九中
学校吹奏楽部、豊中市立第十一中
学校吹奏楽部、箕面自由学園高等
学校吹奏楽部 他 ●OH ●無料（要入

場整理券）

光あふれる季節に広兼啓子・脇山幹士
ジョイントコンサート
7/16㈰ 14:00～ ●Pf:広兼啓子、脇
山幹士 ●世良美術館 ●一般3000
円（当日3500円）、学生2000円 ●
hikariafurerutokini@yahoo.co.jp
（「光あふれる季節に」事務所）

溝口眞知子と仲間による
ジョイント・コンサート
7/21㈮ 19:00～ ●溝口眞知子、老田
裕子、尾崎多恵、端山梨奈、植田祐
佳 他 ●いずみホール ●4000円 ●☎
050-5276-8123（植田）、☎06-6944-
1188（いずみホールチケットセンター）

ヴィオーラコンサート
～大阪府立夕陽丘高等学校卒業生・
教員による声楽ガラコンサート～
8/15㈫ 17:00～ ●石橋栄実、篠原美
幸、髙木有紀、井上美和、田中友輝
子、谷浩一郎、松原友、山本佳人 他 ●
いずみホール ●3000円（当日 3500円）  
●☎06-6625-0075（松原）

みんなで楽しむ！0歳からの
ミュージカル「ピノキオはロボット」
8/18㈮ 10:30～、14:00～ ●キャス
ト：三谷晴佳、濱口ななみ、金世鈴、
奥村哲、谷岡真衣、奥山里央、亀井
香里、中土喜志代、演奏：赤井那緒
子、河井真優、長谷川智子、宮崎香
織、安川夏未 ●豊中市立文化芸術セ
ンター小ホール ●小学生以下1000
円、中高生1500円、大人2000円（当
日各500増し） ●☎050-7108-1971 
（どれみふぁ♪ぱれーど代表 三谷晴佳）
doremifaparade@gmail.com

ヴィニーチョ・アレグリーニ&
竹中真 with アンサンブル・
サビーナ コンサート
8/20㈰ 13:30～ ●Tp:ヴィニーチョ・

アレグリーニ、Pf:竹中真、アンサンブル・
サビーナ ●豊中市立文化芸術センター
大ホール ●3500円（当日4000円） ●
☎06-6844-8787 （イタリア生活文化
交流協会） hotaru@sabina-net.jp

バッキュス第5回演奏会
8/24㈭ 19:00～ ●石橋輝樹、佛田
明希子、上田浩子、小椋順二、首藤元、 
藤井快哉 ●豊中市立芸術文化セン
ター小ホール ●3000円（当日3500
円） ●☎06-6377-1117（ドルチェ楽器）
museumpiece.ticket@gmail.com

大阪音楽大学同窓会≪幸楽会≫
奈良県支部 大音コンサート
9/10㈰ 14:00～ ●芦田京子、浦恩
城利明、千葉いづみ、鶴谷保枝、中
木愛香、川端里沙、前田移津子 他 ●
なら100年会館中ホール ●2000円 ●
☎0742－244－2948（打田）

鈴木英明ピアノ作品展
9/17㈰ 16:00～、9/23㈯ 16:00～ 
●Pf:中村和枝、鈴木智恵 ●三木楽
器開成館（大阪）、東京トモノホール ●
一般3000円、学生1500円 ●☎080-
2042-1180（鈴木）

丸山耕路ピアノリサイタル
バッハ その響きの宇宙へ
10/21㈯ 14:00～ ●東梅田教会 ●
3000円 ●☎06-6345-1046（日本
テレマン協会）

～没後80年CD発売記念～
北浦洋子 貴志康一を弾く
10/28㈯ 16:00～ ●Vn:北浦洋子、 
Pf:竹内素子、Vc:皆川隼人 ●松方
ホール ●3000円（会員割引）、当日
3500円 ●☎078-362-7111（神戸新
聞松方ホール）

2台のピアノで奏でるアルムニコンサート
7/30㈰ 12:30～ ●Pf:中尾恵＆松

尾美保、鈴木晶子＆河野香織 ●カワ
イ梅田コンサートサロン ジュエ ●一
般2500円、学生2000円 ●☎0721-
56-2387（アルムニコンサート企画）

第17回寝屋川フレッシュコンサート
＆定期演奏会 PASSION
～真夏のコンサート～
8/5㈯ 14:00～ ●Pf:佐藤亜友美、
Sop:中島奈津美、Sax:西村公平 
他 ●門真市民文化会館ルミエール
ホール内 小ホール ●一般1000円、
小学生・60歳以上500円 ●☎072-
856-1672（山添）

音楽のおもちゃ箱
クラシック＆ポップスコンサート
～音楽の旅をご一緒に～
8/13㈰ 14:00～ ●Pf:道籏彰子、
Bar:道 籏 直 樹、Vn:道 籏 維 子、
Sop:道籏良枝 ●川西市みつなか
ホール1F文化サロン ●一般1500円
（当日2000円）、小・中学生500円 
●☎072-794-6621（オフィス・ナウ）

安川忠之テノールリサイタル
8/27㈰ 15:15～ ●Ten:安川忠之、
Pf:關口康祐 ●アルカディア・グレー
スホール ●3000円 ●☎0797-34-
4333（公益財団法人アルカディア音
楽芸術財団）

合唱団CET第2回演奏会
～「祈り」の世界～
9/30㈯ 15:00～ ●音楽監督・指揮・
Pf:宮崎剛、M.Sop:雑賀美可、バ
ンドネオン :星野俊路、CETアンサ
ンブル ●いずみホール ●2000円（当
日2500円） ●☎090-6905-1211（で
きがい）

くまの集会Part10
10/8㈰ 14:00～ ● Fl:石原栄子、
Cl:廣谷幸子、Pf:春本佳代、Vn:
時本さなえ ●エル・おおさか地下1F
プチ・エル ●一般2000円、高校生
以下1000円（当日各500円増し） ●
☎090-5648-6348（春本）

次号は

10月15日
発行予定です。

公式FB @ocm_t daion_insta

右記の SNS配信
サービスでも大音
情報をチェック
できます。

最新情報を配信中！

大阪音楽大学共催公演

大阪音楽大学後援演奏会

幸楽会後援演奏会

大阪音楽大学コンサート・センター
TEL：06-6334-2242

開催日時・出演者が変更になる
可能性があります

大阪音楽大学主催公演

『MUSE』の住所・氏名変更の手続きについて≫変更前と
変更後の住所や氏名（よみがな）を大学へお知らせください。
メール（muse@daion.ac.jp）か FAX（06-6334-2141）で
受け付けております。
※郵便局の転送サービスは期間が終わると配達されなくなります。

演奏会での生演奏やインターネットでの配信など、
多様化する「音楽の伝え方」に迫りました。
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学生オペラTut t i『天国と地獄』

楽しみながら創り上げる。
学生だからこそできる
“最高の舞台”
1980年の初公演以来、35年もの長きにわたり受け
継がれている学生自主公演オペラ「Tutti」。イタリア語
で「全員で」という意味のこの舞台は、出演者だけで
なく企画から裏方まで学生だけで運営することが特
徴です。今年5月14日に開催された「Tutti2017」を支
えた4人の学生に、公演にかけた思いを伺いました。
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指 揮

卒業後の進路にも影響を与えた、
半年間の刺激的な経験。

オペラの指揮はオーケストラだけでなく、舞台上の
歌や演技、照明、舞台の転換、幕が閉まるタイミ
ングまですべてをシンクロさせる非常に難しい仕事。
みんなの“羅針盤”になることに最大限の努力をし
ました。稽

けい

古
こ

は1月から始まり、週4日。演奏する全
28曲に対する演出の意図やリクエストを地道にす
り合わせる日々でした。公演終了後に感じたのは
充実感と、主役のキャスト並みの幸福感。この幸
福感に影響され、大音を卒業した後はもう一度指
揮科がある大学に入ろうと考えています。

石井勇魚［管楽器専攻（サクソフォーン）・大4］

制 作 統 括

ダイレクトに伝わる演者のエネルギー。
“生”の演奏に触れてほしい。

制作統括はホールの確保から
スタッフの配置、お金の管理など、
公演のすべてを取り仕切る役目。
制作統括がいなければ何も進
まないのですが、今回はなかな
か人選が進まず昨秋の段階で
は「今年は Tutti中止かも」とい
う声も聞こえていました。でも、
私自身舞台に出るのが好きで
すし、学生生活最後の年に中
止になるのも惜しくて、キャスト
（キュピドン役）兼任で引き受け
ることになりました。
スタートが例年より大幅に遅れ
たので、キャストのオーディション、
合唱の募集と何から何までバタ
バタ。授業の課題やキャストとし
ての稽

けい

古
こ

とも並行しながらとて

も密度の濃い日々でしたが、先
生、先輩からのアドバイスや周囲
のサポートも受けながら乗り切
ることができました。公演終了
後、出演者やスタッフから「制作
をやってくれたおかけで Tuttiが
できてよかった」って言ってもら
えたのは「やってよかった」と感
極まる瞬間でした。
Tuttiに限らず、“生”の魅力は
舞台に出ている人の息づかいが
ダイレクトに伝わること。演者
が出すエネルギーはどんなに高
性能な映像機器でも表現しき
れないのではないかと思います。
今はオペラに興味がない人でも、
ぜひ、足を運んで“生”に触れ
てほしいですね。

山田  采［声楽専攻・大4］

5月14日、ザ・カレッジ・オペラハウスで Tutti2017が開催さ
れました。今年の演目はジャック・オッフェンバック（Jacques 
Offenbach）の喜歌劇「天国と地獄」。元々はギリシアの
神々の姿を借りて当時の社会を風刺した作品で、親しみや
すく魅力的な旋律が全編にあふれています。今回の公演で
は時代を現代に置き換えて構成。全編日本語で見やすく入
り込みやすい展開に、公演終了後には「面白かった」「わか
りやすかった」といった声が寄せられました。

Tut t i2017「天国と地獄」

※写真はすべて5月13日に行われたゲネプロで撮影。
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最初で最後のTutti。
演者自身から湧き出る動きを重視。

初めて参加するTuttiで演出を担当することに。不安もありま
したが、初めてだからこそ自分のやり方でやってみようと心を
決めました。「自身の中から湧き出る感情、動きが最も美し
く見える」と考え、私が指示するのではなく、キャストが動き
やすいように動いてもらうことを心がけました。また、LINE
の効果音や“恋ダンス”など現代風の要素も織り交ぜ、見る
人が入り込みやすい工夫もしました。公演終了後、「わかりや
すかった」という声をいただけたのは、私の思いが伝わったの
かなと感じています。

上野ゆう［声楽専攻・大4］

観客からの拍手を受ける仲間たちに、
学生だけで作り上げる達成感を得た。

舞台監督として心がけたのは、演出担当の考えをできるだけ引き出し、
その思いを舞台上で具現化すること。そして、出演者やオーケストラの
立場で考え「自分だったらどうしてほしいか」という視点で行動するこ
とでした。舞台監督として一番感動したのはカーテンコールのとき。約
半年間、一緒に頑張ってきた仲間がいっぱい拍手を受けている姿を
舞台袖から見るのが達成感を得られた瞬間でした。学生だけで作り上
げる感動は大音ならではだな、とTuttiを通して改めて感じました。

竹國友也［声楽専攻・大3］

学内外を含め、年間 2 0 0回を超える公演機会。
“生”で伝える本番の数が大音の強み。
クラシックだけでなくジャズ、ポピュラー、邦楽と幅広い専攻・コースを備える
大阪音楽大学。在学中から数多くの“本番”を経験できることが強みです。

OPERA

PIANO

ELECTRONIC ORGAN

DANCE

POPULAR

JAZZ

MUSICALTRADITIONAL JAPANESE MUSIC

演 出

舞 台 監 督

ORCHESTRA

© 飯島隆

EVENTS

05 04



02
> WRITE03

> TALK
声に出して読むことで、
文章の違和感が明確に。

1年生のころ自主的な公演でプログラムノートを担当する
ことになったのが支援室を利用するきっかけでした。そ
れまでは、苦手意識もありわかりにくい文章になってい
たのですが「書いてから一度声に出して読んでみるとい
いよ」というアドバイスをいただき試してみると文章の違
和感が浮き彫りになり、どこを修正すべきか明確になり
ました。今でもプログラムノートを担当していますが、音
読は欠かさず実践しています。最近はプロの演奏会に行っ
ても、プログラムノートの言い回しや書き方に注目して
読むぐらい、言葉への意識が高まってきたと感じています。

安藤成志［管楽器専攻（オーボエ）・大3］

人柄は文章に表れるもの。
常に「きちんと書く」意識が大切。

演奏会にはいろいろな年代の方が来られますが、
その全員と直接お話しすることはできないので、
プログラムの解説文などは簡潔でわかりやすい文
章を書くスキルが必要です。私が初めて支援室を
利用したのは大学4年生のとき。それまでは文章
に苦手意識があったのですが、支援室のアドバイ
スを元に書いてみると非常にわかりやすい文章
になり驚きました。文章には人柄も出るもの。ど
んな人がどんなところで読んでくださっているか
もわかりません。普段からきちんとした文章で伝
えるという心がけは非常に大切だと思います。

栗本葉瑠花［ピアノ・大学専攻科］

日本語ライティング支援室で、

「書いて伝える」スキルを磨く。

音楽だけでは伝えきれない気持ち、“日本一長い”M Cで表現。

演奏会のプログラムノー
トを書くときには「一番
伝えたいことは何か」を
常に意識。曲数が多い
ので、まずは自分で文
章化してから支援室の
アドバイスを仰ぐように
しています。

上：「日本一長い」と自負するコンサートのMC。「『もっ
と歌が聞きたい』という声もありますが、歌が多いと
『もっと話が聞きたかった』という声も（笑）。賛否両
論あるのが、私のコンサートの特色だと思っています」
下：毎年チケットが完売になる「橋本恵史のお愉しみ
会」では高座名「おんち亭うたい」として、独学で習得
した落語を披露することも。「短い話の中に起承転結、
笑いどころ、落としどころ、泣かせどころがある落語
はMCにとって非常に役立っています」

最初は箇条書きのメモ書きを持って行っ
ていました。そこで文章に必要な要素や
組み立て方のアドバイスをいただき、原
稿用紙に整理して書くということを繰り
返しました。
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が
、
今
で
も
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
の
コ
ン
サ
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ま
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気
持
ち
が
わ
か
る
の
で
、
プ
ロ
の

歌
手
に
な
っ
た
今
は
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

の
間
口
」を
広
げ
る
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
私
が
主
催
す
る
コ

ン
サ
ー
ト
は
必
ず
「
未
就
学
児
O
K
」。
小

さ
い
子
ど
も
で
も
来
ら
れ
る
環
境
を
作
り
、

M
C
で
は
会
場
に
い
る
全
員
に
私
の
思
い

を
届
け
る
た
め
に
な
る
べ
く
易
し
い
言
葉

で
語
り
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

目
指
し
て
い
る
の
は
会
場
に
い
る
観

客
全
員
を
虜と

り
こ

に
し
て
し
ま
う
よ
う
な
話

し
方
。
2
0
0
0
人
の
お
客
さ
ん
が
い

る
と
し
た
ら
4
階
席
の
一
番
端
っ
こ
、

米
粒
の
よ
う
に
し
か
見
え
な
い
人
に
こ

そ
、
私
の
一
挙
手
一
投
足
が
届
く
よ
う

な
話
し
方
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

橋本恵史
テノール歌手
［声楽専攻・2008年度院修］
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04
> SNS

日本全国に応援してくれる人がいる。
SNSだからこそ広がった人の輪。

佐野さんのYouTube配信に密着しました。

高校1年生から音楽活動をスタート。不特定多数の人
に見てもらえるSNSで「佐野仁美」を知ってもらおうと
YouTubeを利用し始めたのが高校3年生のときでし
た。当初の半年間は鳴かず飛ばずで何をやっても見
てもらえませんでしたが、試行錯誤しながらあきらめ
ずに5年間続けてきた結果、今では日本全国のどこの
都道府県に行っても私を応援してくれる人がいるまで
になりました。普段の活動では絶対に出会えなかった
人に私の音楽を届けられる――これは SNSを使って
いて良かったなと感じる部分です。
たくさんの人に見てもらえる分、中には厳しい意見や
心ないコメントをもらうこともあります。もちろん傷つ
くこともありますが、「精神的に強くなる」と前向きに
とらえています（笑）。大切なことは、いろいろな意見
を知ったうえで活動にどう生かすか。高評価も低評価
もバランスよく採り入れるように心がけています。
再生回数やコメント数などの数値が実力を測るひと
つの目安になるSNS。音楽業界の人もチェックして
いるようで、私にお仕事のオファーをしてくださる方も
「YouTubeやツイキャスを見たから」ということが多く
なっています。「見られている」というのは、いい意味
でのプレッシャーにもなりますし、練習以上の経験を
積める絶好のチャンスでもあります。最初の一歩は勇
気がいりますが、まずは「やってみる」ことが大事なんじゃ
ないかと思います。

コンサートの告知を目的に利用。
Twitterの拡散力に驚きました。
同級生のカルテットとして、福祉施設や地域のイベント
などで演奏活動をしています。Twitterでの発信はコン
サートの告知を目的に、結成とほぼ同時にスタート。数
あるSNSの中からTwitterを選んだのは手軽に使える
ことと、同世代の人たちの利用率が高いこと。また、リ
ツイート（拡散）されやすいことも理由の一つでした。人
気アニメのテーマ曲を演奏した動画はものすごい勢いで
リツイートされてびっくりしました。ネットには物理的な「距
離」がないので、遠方の知り合いにも手軽に活動を伝え
られることが利点。また、動画の撮影は集中力と忍耐
力が必要なので、自然に演奏のクオリティーやスキルも
上がったかも（笑）と感じています。

渡辺有歌子［管楽器コース・2016年度短大卒］
佐藤朱梨［作曲コース・短2］
鹿島冴華［管楽器専攻（サクソフォーン）・大3］
藤瀨雅優［管楽器専攻（サクソフォーン）・大3］

BREMEN
サクソフォーンカルテット

距離や時間を超えた広がり、
改めて感じるネットのチカラ。
全世界につながるインターネットの世界。
TwitterやYouTubeなど、
SNSを上手に利用して
音楽活動を発信する皆さんを紹介します。

@BREMEN_SAX4

取材時のムービーも配信中。
ぜひチェックしてください！！！

佐野仁美流 SNS配信のポイント

動画の制作は譜面起こしからスタート。
20歳の誕生日に姉からもらった写譜ペン
がお気に入りです。

マイクの前には反射音や雑音が入り込む
のを最小限に抑える「ヴォーカル・ブース・
デスク」。自宅での録音には欠かせません。

撮影は事前に録音している音源に合わせ
て。ちなみに、撮影してくれているのも大
音の同級生です。

編集はMacに標準インストールされてい
る iMovieで。もっと高価なソフトもあり
ますが、最初のうちはこれで十分。

YouTubeで見てもらうためにはサムネイ
ル作成も重要。誰の曲を誰が歌っている
かがひと目でわかるように。

1 自分が伝えたいこと＝個性を前面に出そう

SNSは自分自身をダイレクトに発信できるツール。
自分の個性やどんなところを見てほしいかを客観
的に考え、伝えたいことを前面に出すことが大事
です。

2 あきらめずに続けよう

「動画で発信してもなかなか見てもらえない」と、
すぐにやめてしまう人もいます。でも、最初から見
てもらえる人はごく一部しかいません。あきらめず
に発信し続けましょう！

3 始めるなら今すぐにでも

音楽に関しては年齢がとても大事。実力が同じ程
度ならより若い人が注目を集めるものです。SNS
での発信に少しでも興味があるなら、今すぐにで
も始めよう！ ストリートライブにも持ち出す愛用のキー

ボード。写譜からピアノ録りまでは1時間
程度で終了します。

屋外で撮影するときは場所選びから。歌
詞と合う雰囲気をイメージしながら決めて
いきます。

朝に公開する日もありますが、動画の公開
は17時ごろが中心。通勤・通学の電車など
で見てもらいやすい時間帯を意識しています。

HITOMI SANO

取材時のムービーも配信中。
ぜひチェックしてください！！！

佐野仁美
ピアノ弾き語りシンガーソングライター
［ポピュラー・コース・2015年度短大卒］

1357

2468

「学生は高い機材を買えないので」動画はスマートフォンを譜面台に載せて撮影。

11曲入り
2500円（税込）
佐野さんのブログから
購入できます。

『It's My Life』

佐野さんの1st A lbumが
2017年4月20日に発売されました

http://ameblo.jp/sanohitomi-musicchalleng/

09 08



渡
邊　

私
は
「
表
現
力
」と
「
発
信
力
」

は
1
セ
ッ
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
音

楽
を
表
現
す
る
技
術
は
こ
れ
ま
で
大
音

で
も
教
え
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら

は
そ
れ
を
世
に
伝
え
る
発
信
力
も
必
要
。

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が
で
き
た
こ
と
で
、
発

信
す
る
技
術
を
教
え
ら
れ
る
し
、
学
生

に
そ
の
意
識
を
も
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
も
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

久
保
田　

演
奏
や
曲
を
作
る
と
い
っ
た

技
術
を
大
学
で
学
ん
で
も
、
人
と
交
渉

す
る
こ
と
や
メ
ー
ル
の
送
り
方
な
ど
社

会
に
出
た
瞬
間
に
と
ま
ど
う
こ
と
は

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で

主
体
と
な
っ
て
動
く
学
生
が
、
大
学
の

学
び
の
中
で
社
会
に
適
応
で
き
る
力
、

実
践
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に
付
け
る
。

そ
れ
が
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
狙
い
で
も

あ
り
ま
す
。

渡
邊　

か
つ
て
は
芸
術
を
〝
仕
事
〞と
す

る
こ
と
を
タ
ブ
ー
視
す
る
よ
う
な
風
潮

も
あ
っ
た
よ
う
に
思
う
の
で
す
が
、
大

音
は
「
音
楽
で
、
は
た
ら
こ
う
。」と
い
う

フ
レ
ー
ズ
と
と
も
に
ど
こ
か
ギ
ア
チ
ェ
ン

ジ
し
た
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
。
昨
年

Co
と
Cr
が
開
講
し
た
の
は
、
学
生
に
対

し
て
明
確
な
「
出
口
」を
用
意
し
た
こ
と

に
一
つ
の
意
味
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

学
生
を
預
か
る
以
上
は
「
好
き
な
音
楽

で
ず
っ
と
生
き
て
ほ
し
い
」と
思
っ
て
い

ま
す
し
、
そ
の
た
め
に
は
世
の
中
に
発

信
す
る
力
が
絶
対
に
必
要
に
な
っ
て
く

そ
の
他
の
効
果
は
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に

あ
る
と
思
い
ま
す
か
。

渡
邊　

教
員
に
も
学
生
に
も
、
大
音
に

は
す
ご
い
タ
レ
ン
ト（
才
能
を
持
っ
た
人
）

が
た
く
さ
ん
い
る
け
ど
、
今
は
個
別
に

活
動
し
て
い
る
。
そ
れ
が
「
チ
ー
ム
大

音
」と
い
う
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
パ
ッ

ケ
ー
ジ
で
発
信
で
き
る
だ
け
で
も
全
然

違
う
と
思
い
ま
す
。

久
保
田　

演
奏
依
頼
な
ど
外
部
か
ら
の

オ
フ
ァ
ー
も
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
で
一
元

化
対
応
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

渡
邊　

一
元
化
す
れ
ば
「
こ
う
い
う
こ

と
を
や
っ
て
い
ま
す
」と
い
う
こ
と
が

教
育
と
離
れ
た
形
で
発
信
し
や
す
い
し

オ
フ
ァ
ー
を
集
め
や
す
く
な
る
。
過
去

の
実
績
も
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
H
P
に

ま
と
め
て
お
け
ば
、
依
頼
す
る
方
も
オ

フ
ァ
ー
し
や
す
く
な
る
で
し
ょ
う
。

久
保
田　

そ
う
や
っ
て
学
外
か
ら
の
リ

ア
ル
な
依
頼
を
学
生
が
協
働
し
て
学
び

の
中
で
組
み
立
て
て
い
け
る
と
い
う
強

み
も
あ
り
ま
す
。
授
業
で
設
定
す
る
よ

う
な
机
上
の
課
題
を
考
え
る
よ
り
、
期

日
が
あ
っ
て
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
が
い
る
、
実

際
に
コ
ケ
た
ら
め
っ
ち
ゃ
困
っ
た
人
の

顔
が
目
に
浮
か
ぶ
―
―
そ
ん
な
生
き
た

教
材
に
触
れ
ら
れ
る
状
況
が
と
て
も
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。

　
「
発
信
す
る
こ
と
」が
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
Co
に
と
っ
て
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
は

実
践
の
場
で
あ
り
、
学
び
の
延
長
な
の

で
基
本
的
に
利
益
は
重
視
し
ま
せ
ん
。

た
だ
、
Cr
に
と
っ
て
の
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

る
。
学
生
が
発
信
力
を
持
つ
た
め
に
は

大
学
自
身
も
発
信
力
を
持
た
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
ん
で
す
。

久
保
田　

そ
こ
を
意
識
し
た
教
育
を
大

学
と
し
て
も
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す

ね
。
そ
う
い
う
点
で
は
、
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ

ン
の
設
立
と
い
う
新
し
い
試
み
は
大
学

に
と
っ
て
の
P
R
に
も
な
り
ま
す
が
、

ン
は
作
品
を
発
信
し
て
い
く
た
め
の

筋
道
。
作
品
に
対
す
る
報
酬（
＝
金
銭

的
な
利
益
）に
つ
い
て
は
ど
う
考
え
て

い
ま
す
か
？

渡
邊　

額
の
多
寡
に
か
か
わ
ら
ず
、
自

分
の
作
品
が
現
金
と
し
て
返
っ
て
き
た

ら
う
れ
し
い
も
の
で
す
が
、
そ
の
筋
道

の
つ
け
方
を
間
違
え
る
と「
技
術
を
磨
く
」

と
い
う
本
質
的
な
こ
と
が
お
ろ
そ
か
に

な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
は
し
っ
か

り
見
て
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
な
い
と
い
け

な
い
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

久
保
田　

自
分
の
作
品
が
い
く
ら
の
価

値
を
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
判
断
も
難

し
い
。

渡
邊　

学
生
に
は
「
お
金
を
介
し
て
や

り
と
り
し
て
い
る
の
は
『
人
の
心
だ
』」

と
話
し
て
い
ま
す
。
学
生
同
士
で
曲
を

作
っ
て
も
ら
っ
た
り
、
演
奏
し
て
も
ら
っ

た
り
し
た
と
き
の
報
酬
も
「
お
金
は

N
G
」と
い
う
ル
ー
ル
。学
生
た
ち
は
ギ
ャ

ラ
の
基
準
が
わ
か
ら
な
い
の
で
安
す
ぎ

て
も
高
す
ぎ
て
も
絶
対
に
ト
ラ
ブ
ル
に

な
る
。
お
礼
の
手
紙
や
お
菓
子
な
ど
で

「
感
謝
の
気
持
ち
」を
伝
え
る
よ
う
に
指

導
し
て
い
ま
す
。

久
保
田　

プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
を
通
し
て
、

こ
れ
か
ら
ど
ん
な
活
動
を
考
え
て
い
ま

す
か
？

渡
邊　

ひ
と
つ
は
「
作
家
事
務
所
」に

な
る
こ
と
。
い
い
作
家
を
た
く
さ
ん
育

て
て
、
日
本
だ
け
で
な
く
、
韓
国
・
中

国
で
作
ら
れ
る
映
画
音
楽
や
C
M
、
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
ソ
ン
グ
ま
で
手
掛
け
て
い
き

今年4月、学内にプロダクションが発足

社会に適応できる力を、
学びの中で身に付ける。
さまざまな音楽イベントやプロジェクトの企画・運営を学ぶプロダクション
「epoch/C（エポック）」が今年4月、学内に誕生しました。社会に音楽を発信す
る仕組みの必要性や、プロダクションの設立によって何がどう変わるのか、
ミュージックコミュニケーション専攻（以下、Co）の久保田テツ准教授とミュー
ジッククリエーション専攻（以下、Cr）の渡邊崇特任准教授が語り合いました。

「生きた教材」に触れられることが
学生にとっての大きな価値になる。

「音楽で、はたらく」ためには、
世の中へ発信する力が不可欠。 05

> PRODUCTION
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7月15日、大阪音楽大学付属音楽院がさくら夙川（西
宮市）に音楽教室を新規開校します。講師は大学教員
をはじめ、各分野で優れた実績を持つプロの音楽家
ばかり。伝統ある独自のカリキュラムで音楽を一から
学べるだけでなく、楽しさいっぱいのレッスンで音
楽を心から好きになれるはず。
子ども向けに特化したキッズレッスンには「ピアノ」「ヴァ
イオリン」の2コースをご用意。ヴァイオリンコースでは
分数楽器を1カ月1100円（成長に合わせてサイズ変更
も無料）でレンタルできるので、子どもの成長に合った
サイズの楽器で気軽にレッスンを始めていただけます。
音楽はリズム感や音感を鍛えるだけでなく感性や表
現力、想像力を豊かに育み、お子様の大きな成長につ
ながります。音楽を初めて習うお子様や趣味を高め
たい方、定年後の趣味に昔からあこがれていた楽器
を始めたい方など音楽を楽しみたい方ならどなたで
も学べるのが音楽院です。

子どもから大人まで通える音楽教室

大阪音楽大学付属音楽院

「さくら夙川」に
音楽教室を新規開校

プロダクション設立で広がる、さまざまな音楽ビジネスの可能性

［映画音楽］

今春公開された映画「帝一の國」の音
楽を渡邊特任准教授が担当。100周
年記念館の録音スタジオでは映画内の
コーラスを本山秀毅教授の監修で、ま
た、映画の舞台となる高校の校歌を本
学学生の歌唱で録音した。多彩な才
能、充実した設備といった大音が持つ
リソースを生かした事例。

多彩な才能、充実の設備
大音のリソースが生きる分野

［ショー音楽］

昨年8月に開催された「天平たなばた祭
り～平城京天平祭・夏～」で、A

ア ト ワ ズ

TWAS※

のパフォーマンスの音楽をCr専攻のプロ
ジェクトチームが担当。「たくさんの人の
前で自分が携わった音楽が流れている
ことに感動した」といった声が寄せられ
るなど、学外へのプロジェクトの参加は
学生にとっても貴重な経験となった。

外部プロジェクトへの参加が、
学生にとっても貴重な経験に

［音楽イベント］

昨年秋にオープンした豊中市立
文化芸術センターのウェルカムイ
ベント企画をCo専攻の学生が
担当。Cr専攻との協働コンサー
トや合唱コンサート、ヴァイオリン
とダンサーが参加したクラブイベ
ントなど、大音らしい多彩な催し
になった。

合唱、演奏、ダンス――
大音らしさが
詰まったイベント

［まちづくり］

大阪を拠点にローカル・カルチャーマガジン「IN/
SECTS」を発行するLLCインセクツ主催のマーケッ
トイベ ント「KITAKAGAYA FLEA&ASIA BOOK 
MARKET」（今年5/27、28に開催）にCo専攻の学
生がインターンとして参加。音楽だけでなくさまざま
な分野のアーティストが一堂に会するイベントで、音
楽を通したまちづくりについて考えるきっかけとなった。

インターンとして外部イベントに参加
音楽によるまちづくりの可能性を探る

た
い
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う
ひ
と
つ
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ス
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シ
ャ
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ー
ム
も
作
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た
い
。
大

阪
で
作
曲
し
て
い
る
私
が
レ
コ
ー
デ
ィ

ン
グ
の
ほ
と
ん
ど
を
東
京
で
行
う
の
は
、

単
純
に
ス
タ
ジ
オ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の

層
の
厚
さ
と
い
う
理
由
だ
け
。
で
も
、

大
音
で
も
い
い
人
材
が
毎
年
輩
出
さ
れ

て
い
て
ス
タ
ジ
オ
も
あ
る
。「
じ
ゃ
あ
、

大
音
で
や
ろ
う
よ
」と
い
う
気
持
ち
が

あ
り
ま
す
。「
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
と
言

え
ば
大
音
」と
い
う
流
れ
が
で
き
る
と

最
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で
す
ね
。
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保
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渡
邊
先
生
が
言
う
と
リ
ア
ル
。

今
す
ぐ
に
で
も
で
き
そ
う（
笑
）。
Co
は

大
音
周
辺
の
空
き
家
な
ど
を
サ
テ
ラ
イ

ト
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ラ
イ
ブ
や
カ
フ
ェ
な

ど
も
や
っ
て
み
た
い
で
す
ね
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庄
内
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体
が
面
白
い
場
所
だ
と
し
て
、
ム
ー
ブ

メ
ン
ト
を
生
み
出
せ
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
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渡
邊　

そ
こ
ま
で
い
く
と
音
楽
教
育
の

枠
を
越
え
て
、
ま
ち
づ
く
り
の
イ
メ
ー

ジ
で
す
ね
。

久
保
田　

そ
う
、
大
音
の
学
生
が
母
体

と
な
っ
て
地
域
を
巻
き
込
ん
で
い
く
イ

メ
ー
ジ
。
音
楽
が
す
ぐ
そ
ば
に
あ
る
し
、

ア
ク
セ
ス
も
で
き
る
し
、
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
こ
と
を
い
ろ
い
ろ
な
角

度
か
ら
伝
え
る
場
を
持
ち
た
い
な
と
思

い
ま
す
。「
世
界
」を
視
野
に
い
れ
た
Cr
と
、

地
域
に
根
付
い
た
活
動
の
Co
。
そ
の
強

弱
が
あ
る
こ
と
が
面
白
い
し
、
振
り
幅

の
大
き
さ
が
大
音
の
強
み
に
も
な
っ
て

い
く
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〒662-0978  西宮市産所町14-5
JR「さくら夙川駅」から徒歩 約5分
阪神「西宮駅」から徒歩 約8分
Tel 0798-38-6630　Fax 0798-38-6631
Mail:ongakuin-sakurasyukugawa@daion.ac.jp
www.ongakuin.jp/sakurasyukugawa

大阪音楽大学付属音楽院 さくら夙川校

現在の大学「クラシックギター専攻」短大「クラシックギター・
コース」が、2018年度より「ギター・マンドリン専攻」「ギター・
マンドリン・コース」にリニューアルされます。それに先立ち、8
月2日（水）100周年記念館で、高校生を対象としたマンドリン
講習会が開講されます。マンドリンレッスン生の公開レッスンや、
ミニコンサート、専攻・コース紹介などが行われます。講師は、
柴田綾子・柴田高明（マンドリン）、藤井敬吾（クラシックギター）
です。現在、学校でギター・マンドリン部に所属している方はも
ちろん、マンドリンに興味がある方は、ぜひご参加ください。
お問い合わせ：0120-414-015（入試センター　マンドリン講習会係）

6月28日、豊中市立文化芸術センターでミュージックコミュニ
ケーションの学生が企画したロビーコンサートが開催されま
した。本学教員でシタール奏者の田中峰彦氏による演奏で、北
インド古典音楽からビートルズ・メドレー、田中氏の自作作品
まで、バラエティーに富んだプログラムでした。「チームでコミュ
ニケーションを取りながら企画を進めていく難しさを感じた」
という学生たち。当日は学生の一人が司会も務め、お客様とコ
ミュニケーションを取りながら、20本もの弦から独特な響き
の世界を生み出すシタールの魅力を伝えていました。

ひと足早くレッスンを体験！
マンドリン講習会参加者募集 ミュージックコミュニケーション専攻プロデュース

シタール～心を彩る音の流れ

※夜の闇を光と音で彩るアーティストチーム
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今回は、音楽をやっている人なら、きっと永遠のテーマであるだろう「音楽の伝え方」にスポットを当てました。「伝える」と一言で言っても、そ
の方法や内容は様々で、音楽の伝え方にはいろいろなアプローチがあることを改めて考える機会になりました。特集の最後で取り上げた「プロ
ダクション」は、本学が学外に音楽を伝えていく要になっていくと思いますので、こちらもご注目ください。

編集後記

フランス国立パリ高等音楽院教授、本学客員教授であり、世
界的なサクソフォーン奏者として活躍されているクロード・
ドゥラングル（Claude Delangle）氏が来日。5月18日に本
学ミレニアムホールでマスタークラスを、翌19日にザ・カレッ
ジ・オペラハウスでサクソフォーン・リサイタルを行いまし
た。リサイタルは井上麻子特任准教授の司会で、ヴィラ＝ロ
ボス作曲「ファンタジア」で始まり、4曲の精力的なプログラ
ムを演奏されました。飯守伸二特任准教授の指揮で大阪音
楽大学サクソフォーン・オーケストラとして共演したサクソ
フォーン専攻生たちは、ドゥラングル氏による指導と演奏に
触れ、充実した2日間に感激した様子でした。

クロード・ドゥラングル客員教授
サクソフォーン・リサイタル

5月17日、卒業生の岸本正史さん（02年院修・声楽）が、教員を
務めるマレーシア国立マラ工科大学の室内合唱団を率いて来校。
本山秀毅教授のミレニアムホールでの合唱授業に参加されまし
た。全員で体を動かしながらのウオーミングアップの後、まず
は本学学生がウエルカム演奏を披露。その後、UiTM室内合唱
団がマレーシア民謡など3曲を演奏されました。後半は、本山
教授、岸本さんそれぞれの指揮により合同で合唱し、時には笑
いに包まれながら、両学生の力強い歌声が響き渡りました。

世界的ピアニストのシプリアン・カツァリス氏が本学客員教授
に就任され、5月20日にザ・カレッジ・オペラハウスで記念リ
サイタルが開催されました。オール・シューベルト・プログラムで、
前半は楽興の時 作品94 D.780、4つの即興曲 作品142 D.935、
リスト編曲の歌曲作品などを、後半はピアノ・ソナタ第21番変
ロ長調を演奏され、会場は鍵盤の魔術師と言われるカツァリス
氏の音楽に包まれました。また、同日と翌21日にはマスターク
ラスも開講され、本学学生など7人がレッスンを受講しました。

マレーシア国立マラ工科大学室内合唱団

UiTM室内合唱団が本学学生と合同授業
シプリアン・カツァリス

客員教授就任記念リサイタル

中・高校生を対象とした「吹奏楽フェスティバル2017」が6月4日、
本学ザ･カレッジ･オペラハウスや各教室で開催され、約1000人
の来場がありました。第65回全日本吹奏楽コンクール課題曲の
本学学生による全曲演奏や教員による解説、セクション別講習会、
楽曲分析講座など盛りだくさんの内容で行われました。

中・高校生約1000人が参加

吹奏楽フェスティバル2017を開催

各種コンクールで受賞された皆さん。キラリ  ★  輝く大音の星

川邊由布子
（15年度院修・ピアノ）

プロフェッショナルSection
ピアノ部門

総合1位

第4回
いかるが音楽コンクール

≫2016年11月27日 
いかるがホール

安藤華菜
（大専・クラリネット）

管楽器部門大学の部 

第2位（1位なし）

第19回
“万里の長城杯”
国際音楽コンクール

≫2017年3月26日 
ピッコロシアター

渡辺有歌子
（16年度短大卒・サクソフォーン）

プロフェッショナルSection
管楽器音大生・院生部門

第1位

第4回
いかるが音楽コンクール

≫2016年11月27日 
いかるがホール

栗本葉瑠花
（大専・ピアノ）

ピアノ部門大学の部 

第3位

第19回
“万里の長城杯”
国際音楽コンクール

≫2017年3月26日 
ピッコロシアター

上田悠加
（大3・ピアノ）

ピアノ部門 

第2位（1位なし）

第5回 JILA
大阪音楽コンクール

≫2016年12月25日 
大丸心斎橋劇場

小林大真（大4・クラリネット）

吉本季央（大4・クラリネット）

入舩りさ（大1・クラリネット）

大畑卓也（大4・クラリネット）

大学生・一般の部
クラリネット四重奏 金ドルチェ賞
第1回ドルチェ楽器アンサンブルコンクール

≫2017年4月2日 ドルチェ・アーティスト・サロン大阪

勝部藍里
（大4・ピアノ）

ピアノ部門音楽専攻クラス

大阪府知事賞

2017年度アマチュアクラシック
フェスティバル in大阪 KOSMA
ピアノ・声楽コンクール

≫2017年4月23日 
ザ・フェニックスホール

河島利香（大3・ピアノ演奏家特別）

ピアノ部門
第1位、兵庫県知事賞

第29回宝塚ベガ音楽コンクール

≫2017年6月24日 宝塚ベガホール

山口莉奈（16年度大卒・クラシックギター）

第3位
第48回クラシカルギター・コンクール

≫2017年5月3日 東京都中央区立日本橋公会堂（日本橋劇場）

大賞部門 第1位、大阪府知事賞
第42回ギター音楽大賞

≫2017年5月6日 門真市民文化会館ルミエールホール小ホール

8/16㈬ 13:00～16:00 ●大阪音楽大学食堂ぱうぜ ●5000円 お子様連れは小学生未満無
料、小学生2500円、中学生以上5000円 ●7/25申込み〆切 ●詳細についての問合せ・申込み 
daion_nyugaku88@yahoo.co.jp （熊本）

大阪音楽大学 '88年大学短大入学
または '92年大学卒業生有志による

同窓会のお知らせ

大音関係者がリリースしたCD・本・楽譜など。

CD

agua e luz
2000円（税込）
OtrasCanciones
http://kawolinha.wixsite.com/
kawole/agua-e-luz

竹中裕深  （03年度卒・チェロ）CD

Triad
2500円（税抜）
zipeast
https://www.nash.jp/zipeast/

竹中裕深  （03年度卒・チェロ）

藤原克匡  （09年度卒・チェロ）
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